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 日本好配当株投信 
運用報告書(全体版) 

 
第61期（決算日2020年７月10日） 第62期（決算日2020年10月12日） 

 
作成対象期間（2020年４月11日～2020年10月12日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2005年４月15日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトー
タル・リターンの追求を目指します。 
株式への投資にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企業の業績などのファンダメ
ンタルズ、株価の割安性（バリュエーション）等に関する評価・分析により、投資銘柄を選別します。 

主な投資対象 
日本好配当株投信 

日本好配当株投信 マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
なお、株式等に直接投資する場合があります。 

日本好配当株投信 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
日本好配当株投信 株式への実質投資割合には制限を設けません。 
日本好配当株投信 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合は信託財産の純資産総額の10％以内と
します。 

分 配 方 針 

年４回の毎決算時に原則として分配を行います。毎年４月および10月の決算時には、原則として配当等収益等を中心に安定分配を行い
ます。 
毎年１月および７月の決算時には、配当等収益等を中心とした安定分配は行いませんが、基準価額水準等を勘案した分配を行います。
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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日本好配当株投信

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

53期(2018年７月10日) 13,172 300 △ 1.9 1,716.13 △ 0.9 97.8 － 32,420 

54期(2018年10月10日) 13,749 70 4.9 1,763.86 2.8 97.2 － 33,645 

55期(2019年１月10日) 11,686 100 △14.3 1,522.01 △13.7 97.1 － 28,355 

56期(2019年４月10日) 12,331 70 6.1 1,607.66 5.6 97.0 － 29,592 

57期(2019年７月10日) 11,754 200 △ 3.1 1,571.32 △ 2.3 98.1 － 27,908 

58期(2019年10月10日) 11,998 70 2.7 1,581.42 0.6 97.3 － 28,111 

59期(2020年１月10日) 12,899 300 10.0 1,735.16 9.7 97.6 － 29,375 

60期(2020年４月10日) 10,207 70 △20.3 1,430.04 △17.6 96.2 － 22,938 

61期(2020年７月10日) 10,642 50 4.8 1,535.20 7.4 97.3 － 23,593 

62期(2020年10月12日) 11,360 70 7.4 1,643.35 7.0 97.2 － 24,775 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

第61期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年４月10日 10,207 － 1,430.04 － 96.2 － 

４月末 10,488 2.8 1,464.03 2.4 95.6 － 

５月末 11,110 8.8 1,563.67 9.3 96.6 － 

６月末 10,943 7.2 1,558.77 9.0 97.5 － 

(期  末)       

2020年７月10日 10,692 4.8 1,535.20 7.4 97.3 － 

第62期 

(期  首)       

2020年７月10日 10,642 － 1,535.20 － 97.3 － 

７月末 10,347 △2.8 1,496.06 △2.5 96.6 － 

８月末 11,288 6.1 1,618.18 5.4 96.9 － 

９月末 11,288 6.1 1,625.49 5.9 97.3 － 

(期  末)       

2020年10月12日 11,430 7.4 1,643.35 7.0 97.2 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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日本好配当株投信

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2020年４月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2020年４月10日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、第61期首10,207円から第62期末11,360円（分配後）となりました。なお、第61

期に50円、第62期に70円の分配金をお支払いしましたので、分配金を考慮すると1,273円の値

上がりとなりました。 

 

第61期 

（上昇） 国内で緊急事態宣言が解除されるなど、経済活動再開による景気回復期待が高まった

こと 

（下落） 国内外で新型コロナウイルスの感染再拡大への不安が強まったこと 
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日本好配当株投信

第62期 

（下落） 国内企業の４－６月期の決算実績や2020年度通期の業績見通しなどの内容が低調だっ

たこと 

（上昇） 新型コロナウイルスのワクチン供給による経済正常化への期待が高まったこと 

 

○投資環境 

当作成期首から４月末にかけては、日銀の金融緩和強化や米国の一部地域での経済活動再開

の動きが好感され国内株式市場は上昇しました。 

５月に入ると、新型コロナウイルスへの対応などを巡る米中の対立や経済活動再開による感

染再拡大などへの懸念から下落しました。下旬に入ると新型コロナウイルスのワクチン開発報

道が相次いだことや国内全域での緊急事態宣言が解除され、経済活動再開による景気回復期待

が高まったことなどから上昇に転じました。 

６月中旬には、FRB（米連邦準備制度理事会）による金融緩和長期化を受けて円高米ドル安

が進んだこと、米国で新型コロナウイルスの新規感染者数の増加ペースが高まったことなど

で、利益確定の動きが強まり国内外の株式市場は下落しました。ただし、米国株の大幅下落を

受けて、FRBが個別企業の社債購入を決定したことやトランプ米大統領が１兆ドル規模のイン

フラ投資計画を発表したことなどがサポート材料となり調整は限定的なものとなりました。 

７月下旬には、国内企業の４－６月期の決算実績や2020年度通期の業績見通しが低調な滑り

出しとなったことなどにより国内株式市場は下落しました。更に、米国の４－６月期実質GDP

（国内総生産）成長率が前期比で過去最大の落ち込みとなったことや米中対立が再度激化する

との懸念が高まったことなどで、米ドル安円高が進行したことも投資家心理を悪化させました。 

８月に入ると、米国株上昇や米中景気指標の改善、円高米ドル安の一服などにより、上昇に

転じました。その後も新型コロナウイルスのワクチン供給への期待感などから堅調な推移とな

りました。 

９月上旬から期末にかけては、米中の経済指標の好転や安倍前政権を継承した菅新政権の誕

生による今後の景気対策への期待感などが買い安心感につながる一方で、欧州など海外での新

型コロナウイルスの新規感染者数増加を受けて景気の先行きへの懸念が高まったことなどか

ら国内株式市場は一進一退の動きとなりました。 
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日本好配当株投信

○当ファンドのポートフォリオ 

［日本好配当株投信］ 

主要投資対象である［日本好配当株投信 マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ、実

質的な株式組入比率は第61期末97.3％、第62期末97.2％としました。 

 

［日本好配当株投信 マザーファンド］ 

・株式組入比率 

資金変動時を除いて高位を維持し、第62期末には97.4％としました。 

 

・当作成期中の主な動き 

配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトータ

ル・リターンの追求を目指し、ポートフォリオの見直しと入れ替えを行いました。銘柄の選定

にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企

業の業績などのファンダメンタルズ（基礎的諸条件）、株価の割安性などに関する評価・分析

により、投資銘柄を選別しました。ポートフォリオ構築にあたっては、個別銘柄の流動性など

を勘案しながら銘柄分散を図るとともに、特定の業種に対する投資比率を過度に集中させない

よう業種分散に一定の配慮を行いました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による、以下同じ）と銘柄＞ 

①情報・通信業 

KDDI、NTTドコモを買い付け 

②電気機器 

三菱電機、カシオ計算機を買い付け 

③不動産業 

三井不動産、東急不動産ホールディングスを買い付け 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①建設業 

大和ハウス工業、協和エクシオを売却 

②保険業 

ソニーフィナンシャルホールディングス、かんぽ生命保険を売却 

③サービス業 

ディップ、テクノプロ・ホールディングスを売却 
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日本好配当株投信

＜業種構成の特徴＞ 

①予想配当利回りが市場平均を上回る卸売業、建設業、その他金融業などの業種をオーバー

ウェイト（市場平均以上の投資割合） 

②予想配当利回りが市場平均を下回るサービス業、精密機器、電気機器などの業種をアンダー

ウェイト（市場平均以下の投資割合） 

 

当作成期末の株式ポートフォリオの予想配当利回り（'20年度予想基準）は約3.2％としてお

り、市場平均より高く保っています。 

（株式ポートフォリオの予想配当利回りは、一株当たりの予想配当金額を基に弊社が計算。

なお、税金を考慮していません。） 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

第61期 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が＋7.4％となったのに対して、基準価

額は＋4.8％となりました。 

（主なプラス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが悪かっ

た陸運業、食料品への投資比率を低くしてい

たこと 

②保有比率が高かったベルシステム24ホール

ディングス、ディップなどが市場平均より値

上がりしたこと 

（主なマイナス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが悪かった建設業への投資比率を高くしていたこと 

②市場平均に比べてパフォーマンスが良かった電気機器への投資比率を低くしていたこと 

③保有比率が高かった三井住友トラスト・ホールディングス、東京海上ホールディングスなど

が値下がりしたこと 
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日本好配当株投信

第62期 

参考指数の騰落率が＋7.0％となったのに対して、基準価額は＋7.4％となりました。 

（主なプラス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かった卸売業への投資比率を高くしていたこと 

②市場平均に比べてパフォーマンスが悪かった医薬品への投資比率を低くしていたこと 

③保有比率が高かったNTTドコモ、日本特殊陶業などが市場平均より値上がりしたこと 

（主なマイナス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かったサービス業、その他製品への投資比率を低くし

ていたこと 

②保有比率が高かったKDDI、ソフトバンクなどが値下がりしたこと 

 

 

◎分配金 

当作成期の収益分配金については、第61期は１万口当たり50円、第62期は１万口当たり70円

とさせていただきました。 

なお、留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第61期 第62期 

2020年４月11日～ 
2020年７月10日 

2020年７月11日～ 
2020年10月12日 

当期分配金 50  70  

(対基準価額比率) 0.468％ 0.612％ 

 当期の収益 －  70  

 当期の収益以外 50  －  

翌期繰越分配対象額 6,954  7,027  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［日本好配当株投信 マザーファンド］ 

当ファンドは、配当利回りに着目し、高い水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の

獲得によるトータル・リターンの追求を目指しています。 

 

・投資方針 

（１） 予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心とした株式ポートフォリオを継続する方

針です。 

（２） 銘柄の選択に際しては、配当利回りを踏まえた上で、 

①配当の安定性・成長性 

②企業業績などのファンダメンタルズ 

③株価の割安性 

などを切り口として、見直しと入れ替えを行ってまいります。 

（３） 個別銘柄への選別投資を進めていく結果、配当利回りの高い銘柄が多い業種への投資比

率が高くなりますが、特定の業種に過度に集中しないように、業種分散にも留意して運

用を進める方針です。 

（４） 欧州において新型コロナウイルスの感染が再拡大していることや、米国で追加経済対策

に関する協議が難航していることなど、世界経済の先行きは不透明な状態が継続してい

ます。このような環境においても、株主還元を重視する企業の配当は安定的に推移する

と考えています。こうした企業の中から、安定的な配当収益と中長期的な値上がり益が

期待できる銘柄を発掘して投資していく方針です。 

 

［日本好配当株投信］ 

前述の投資方針のもと、主要な投資対象である［日本好配当株投信 マザーファンド］の組

み入れを高位に維持して、基準価額の向上に努めます。 

今後も分配金を定期的に得ながら、中長期での株価の値上がりによる運用資産の成長を狙い

たい投資家の方々を念頭に運用を行ってまいりますので、引き続きご愛顧賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年４月11日～2020年10月12日) 

項 目 
第61期～第62期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 67  0.613  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (30)  (0.279)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (30)  (0.279)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 6)  (0.056)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.023   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.023)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 69   0.638    

作成期間の平均基準価額は、10,910円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年４月11日～2020年10月12日) 

 

銘 柄 
第61期～第62期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
日本好配当株投信 マザーファンド 58,093 127,700 544,129 1,269,700 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年４月11日～2020年10月12日) 

 

項 目 
第61期～第62期 

日本好配当株投信 マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 19,490,886千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 28,422,432千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.68   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年４月11日～2020年10月12日) 

 

＜日本好配当株投信＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本好配当株投信 マザーファンド＞ 

区       分 

第61期～第62期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 13,730 765 5.6 5,760 1,153 20.0 

平均保有割合 81.2%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 第61期～第62期 
売買委託手数料総額（A） 5,488千円 
うち利害関係人への支払額（B） 995千円 

（B）／（A） 18.1％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2020年10月12日現在) 

 

銘 柄 
第60期末 第62期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本好配当株投信 マザーファンド 10,650,914 10,164,878 24,730,133 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2020年10月12日現在) 

項 目 
第62期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本好配当株投信 マザーファンド 24,730,133 98.8 

コール・ローン等、その他 293,085 1.2 

投資信託財産総額 25,023,218 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第61期末 第62期末 

2020年７月10日現在 2020年10月12日現在 

  円 円 

(A) 資産 23,803,085,052   25,023,218,089   

 コール・ローン等 233,297,977   280,485,043   

 日本好配当株投信 マザーファンド(評価額) 23,548,287,075   24,730,133,046   

 未収入金 21,500,000   12,600,000   

(B) 負債 209,872,660   247,378,303   

 未払収益分配金 110,853,429   152,674,121   

 未払解約金 26,852,914   18,090,796   

 未払信託報酬 71,969,933   76,404,885   

 未払利息 133   157   

 その他未払費用 196,251   208,344   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 23,593,212,392   24,775,839,786   

 元本 22,170,685,816   21,810,588,734   

 次期繰越損益金 1,422,526,576   2,965,251,052   

(D) 受益権総口数 22,170,685,816口 21,810,588,734口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,642円 11,360円 
 

（注）第61期首元本額は22,473,139,482円、第61～62期中追加設定元本額は175,231,506円、第61～62期中一部解約元本額は837,782,254円、１

口当たり純資産額は、第61期1.0642円、第62期1.1360円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第61期 第62期 

2020年４月11日～ 
2020年７月10日 

2020年７月11日～ 
2020年10月12日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        8,910   △        8,690   

 支払利息 △        8,910   △        8,690   

(B) 有価証券売買損益 1,144,284,571   1,791,176,520   

 売買益 1,166,105,066   1,815,722,953   

 売買損 △   21,820,495   △   24,546,433   

(C) 信託報酬等 △   72,166,184   △   76,613,229   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,072,109,477   1,714,554,601   

(E) 前期繰越損益金 △1,758,294,001   △  779,650,437   

(F) 追加信託差損益金 2,219,564,529   2,183,021,009   

 (配当等相当額) (  7,740,312,362)  (  7,645,212,894)  

 (売買損益相当額) (△5,520,747,833)  (△5,462,191,885)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,533,380,005   3,117,925,173   

(H) 収益分配金 △  110,853,429   △  152,674,121   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,422,526,576   2,965,251,052   

 追加信託差損益金 2,219,564,529   2,183,021,009   

 (配当等相当額) (  7,740,340,143)  (  7,645,663,376)  

 (売買損益相当額) (△5,520,775,614)  (△5,462,642,367)  

 分配準備積立金 7,677,743,364   7,681,712,862   

 繰越損益金 △8,474,781,317   △6,899,482,819   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2020年４月11日～2020年10月12日）は以下の通りです。 

項 目 
第61期 第62期 

2020年４月11日～ 
2020年７月10日 

2020年７月11日～ 
2020年10月12日 

a. 配当等収益(経費控除後) 36,503,623円 310,668,769円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 7,740,340,143円 7,645,663,376円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 7,752,093,170円 7,523,718,214円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 15,528,936,936円 15,480,050,359円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,004円 7,097円 

g. 分配金 110,853,429円 152,674,121円 

h. 分配金(１万口当たり) 50円 70円 
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○分配金のお知らせ  

 第61期 第62期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 70円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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